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『
江
戸
時
代
文
学
誌
』
第
七
号
・
八
号
に
お
い
て
、
「
続
々
名

家
手
簡
」
と
題
し
中
野
三
敏
氏
御
所
蔵
の
手
紙
を
翻
字
し
写
真
と

と
も
に
掲
載
し
た
が
、
本
誌
に
お
い
て
も
引
き
続
き
中
野
氏
御
所

蔵
の
書
簡
の
翻
字
及
び
写
真
を
順
次
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

巻
子
あ
る
い
は
冊
子
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
一
括
し
、
そ
の
配
列
に
従
う
。
今
号
に
掲
載
し
た
書
簡
の
う

ち
、
九
か
ら
十
四
ま
で
は
「
頼
家
一
門
及
菅
茶
山
書
簡
」
と
題
し

て
一
巻
に
軸
装
さ
れ
た
も
の
、
ま
た
十
五
か
ら
十
八
ま
で
は
切
断

さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
も
と
も
と
一
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
翻
字
に
関
す
る
原
則
は
、
以
下
の
凡
例
に
従
う
。

雅

俗

の

会

凡
例
一
、
原
則
と
し
て
原
簡
に
忠
実
に
翻
字
し
た
。

一
、
尚
々
書
き
は
原
簡
で
の
位
置
に
関
わ
ら
ず
、
本
文
の
後
に
続

け
た
。

一
、
略
字
、
俗
字
、
異
体
字
な
ど
は
お
お
む
ね
通
行
の
字
体
に
改

め
た
。

一
、
虫
喰
い
な
ど
で
判
読
不
能
の
箇
所
は
「
口
」
で
示
し
て
註
記

し
た
。

一
、
花
押
は
（
）
で
示
し
た
。

一
、
註
は
適
宜
ほ
ど
こ
し
た
。

原
簡
の
翻
字
及
び
写
真
の
掲
載
を
許
可
さ
れ
た
中
野
三
敏
氏
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

八
連
載

そ
の
一
＞
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註
1

尚
ミ
御
出
合
之
御
方
へ
よ
ほ
／
＼
‘
能
御
心
得
可
被
下
候
頼
入
存

候
其
元
之
暑
気
如
何
御
座
候
哉
妥
元
雨
ハ
少
ク
候
て
大
屠
難
義

仕
候
以

三
宅
石
庵
。
懐
徳
堂
初
代
学
主
。
名
正
名
、
字
実
父
、
通
称
新
次

ハ
月
十
八
日

3
 

三
宅
オ
ニ
郎
様御
報

三
宅
侃
茸

本
月
朔
日
之
貸
書
相
達
致
拝
見
候
先
以
盛
丹
之
節
弥
御
家
内
御
消

勝
被
成
御
揃
称
重
之
御
義
不
過
之
奉
存
候
乍
慮
外
御
母
義
様
へ
可

然
御
心
得
被
成
可
被
下
候
先
頃
者
久
ミ
滞
留
仕
候
て
石
庵
様
へ
究

2

得
芍
意
其
上
御
袋
様
彼
是
と
御
懇
情
二
被
成
被
下
隔
奉
存
候
此

等
之
趣
可
然
可
申
上
頼
入
存
候
拙
者
事
甲
府
二
も
七
八
日
逗
留
仕

候
於
道
中
落
馬
之
痛
有
之
罷
帰
候
て
も
全
癒
二
て
ハ
無
之
候
慮
諸

用
繁
多
日
ミ
屋
敷
へ
罷
出
候
鉢
故
早
ミ
以
柑
中
も
不
申
達
候
此
度

も
先
紳
ミ
如
此
御
座
候
追
ミ
委
曲
可
申
述
候
恐
恒
謹
言

三
宅
惣
十
郎
（
花
押
）

3
 
2
 

三
宅
春
楼
。
懐
徳
堂
三
代
学
主
。
名
正
誼
、
字
子
和
。
オ
ニ
郎
は

通
称
。
石
庵
の
子
。
正
徳
二
年
十

一
月
十
五
日
生
、
天
明
二
年
十

月
九
日
没
、
ヒ
十
二
威
゜騎
薗
lt竹

、
名
ぶ
ゥ
ー
｀
？

け
計
＂
い
’
討
1
せ

危

?
＼
迄
l

1
t
 

r人
・
わ
ク
と
そ
t

＂こ，＼

一

t
`
t
•

ヽ
う
で
介

1
-

-1
9
1
ト
し
2

る

.

-

↓

l
 

•• 

(305 x 402mm) 

郎
。
石
庵

・
万
年
と
号
す
。
寛
文
五
年
正
月
十
九
日
生
、
享
保
十

五
年
七
月
十
六
日
没
、
六
十
六
歳
。

三
宅
侃
言
。
水
戸
藩
儒
。
名
維
旗
。
惣
十
郎
は
通
称
。
石
庵

・
観

瀾
の
弟
。
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3
 

（）
＼
庵
麻
父

一
回
忌
追
苦

『
）
＼
集
』
の
刊
年
が
安
永
四
年
で

い
せ

蝶
夢
様

二
日
坊

短
尺
之
義
被
仰
下
甚
恥
入
申
候
折
節
鹿
紙
計
幸
便
延
引
故
其
描
進

上
候
追
而
因
直
し
可
差
上
候
以
上

五
月
中
旬

燕
の
心
に
落
ぬ
宮
蒲
哉

先
日
麻
父
子
上
京

一
葉
甚
珍
吟
仕
候
猶
こ
折
ミ

玉
句
承
度
候
以
上

仏
。
宋
屋
門
。
の
ち
芭
蕉
復
興
運
動
の
中
心
的
存
在
と
な
る
。
享

保
十
七
年
生
、
寛
政
七
年
十
二
月
二
十
四
日
没
、

六
十
四
歳
。

安
永
四
年
五
月
二
十
三
日
没
、

六
十
五
歳
。

へつ
＂
っ

俳
人
。
宮
山
の
人
。
別
号
）
＼
庵
。
中
川
乙
由
門
。
安
永
三
年
没

あ
る
こ
と
に
拠
る
推
定
）。

は
そ
の
号
。
の
ち
、
帰
旧
坊
、
帰
旧
法
子
と
号
す
。
正
徳
元
年
生
、

2

俳
人
。
伊
勢
の
人
。
姓
菊
池
、
名
宗
雨
、
楊
立
と
称
す
。
二
日
坊

註
1

俳
人
。
京
都
の
人
。
別
号
五
升
庵
、
泊
庵
な
ど
。
法
号
幻
阿
弥
陀

二
日
坊

(152 x 282mm) 
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月
廿
三
日

瓦
池
平
作
様貨
答

ー

-＿
宅
オ
ニ
郎

正
誼
（
花
押
）

三
宅
春
楼

（
＿
）

（
マ
マ
）

只
問
添
拝
見
仕
候
如
仰
新
暦
之
御
吉
慶
尚
不
可
有
尽
期
中
納
候
御

渾
家
弥
御
安
寧
御
超
歳
被
成
候
由
珍
頂
奉
存
候
営
方
無
異
事
加
年

仕
候
去
夏
御
門
人
中
相
應
之
御
方
御
雅
子
被
成
候
由
今
年
者
不
闘

御
上
京
嘗
所
へ
も
御
立
寄
も
可
被
成
委
曲
之
御
紙
面
珍
重
之
御
義

承
知
仕
候
早
ミ
年
始
御
祝
詞
唇
為
御
楼
答
如
斯
御
座
候
尚
期
永
日

之
時
候
恐
愧
謹
言

註
1

本
号
一
註
3
参
照
。

-29¢”
ー
l

i

 

ャで
1‘
ど
t
n々
'

ヵ
ぞ
ら
名
で
ふ

そ

:
4畜＊広
i-

i
tそ
1
ゑ

g
岱
ゅ
t
ふ

ま

ー・

依
で
と
そ
？
‘
醤
カ

和
K¢
れ
ク
？
h
ふ
．

サ
”
莉
月
；
ヱ
う

↓

7
9々
¥
‘

百
i
i
i

(160 x 458mm) 
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2
 

註
1

四

三
宅
春
楼
（
二
）

八
月
十
九
日

庄
司
文
治
様

尚
以
幸
蔵
義
御
尋
被
下
添
奉
存
候
息
災
と
申
生
付
二
而
ハ
無
御

座
候
へ
共
今
日
迄
先
ハ
無
別
条
肥
立
申
候
乍
憚
御
安
慮
可
被
下

候
以
上本

号

一
註

3
参
照
。

三
宅
幸
蔵
。
名
如
幾
。
幸
蔵
は
通
称
。
三
宅
春
楼
の
子
。
春
楼
没

後
、
中
井
竹
山
が
懐
徳
堂
学
主
と
な

っ
た
が
、
幸
蔵
は
竹
山
の
処

遇
に
不
平
を
訴
え
、
弟
の
永
蔵
と
と
も
に
懐
徳
堂
を
出
、
讃
岐
に

到
っ
た
と
い
う

（西
村
時
彦
『
懐
徳
堂
考
』）。

ー

-＿
宅
オ
＿一
郎

正
誼

（花
押
）

毀
簡
致
焦
誦
候
如
仰
秋
牙
尚
強
御
座
候
慮
愈
御
壮
健
被
成
御
勤
候

由
珍
愛
奉
存
候
当
方
無
異
市
罷
在
候
随
而
為
八
朔
御
祝
像
金
子
二

百
疋
被
懸
御
慈
毎
ミ
御
丁
寧
之
段
不
浅
屈
祝
納
仕
候
尚
期
後
音
之

時
候
恐
性
謹
言

(157 x 441mm) 
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3
 

2
 

昨
日
石
川
大
二
心
配
二
而
兎
肉
被
贈
候
慮
其
マ
ズ
キ
事
猿
肉
よ
り

も
甚
ク
候
乍
然
称
物
故
御
す
そ
分
ケ
申
候
小
児
之
時
種
痘
の
薬
と

て
喫
候
得
共
忘
却
所
t
t
頼
候
俊
後
悔
仕
候
牧
野
よ
り
近
内
可
差

送
と
申
儀
二
而
候
所
ケ
様
二
而
は
楽
無
之
候
以
上

十
二
月
十
九
日

尚
ミ
乍
末
筆
先
日
は
御
光
駕
被
下
唇
奉
存
候
御
帰
路
寒
夜
御
困

り
と
奉
存
候
翠
軒
歌
害
物
語
仕
候
度
便
不
槌
候
間
又
ミ
取
二
参

上
可
申
候
鈴

木

岩

次

郎

様

古

賀

弥

助

註
1

立
原
翠
軒
。
水
戸
藩
儒
。
名
万
、
字
伯
時
、
通
称
甚
五
郎
。
号
束

里
、
の
ち
翠
軒
。
延
享
元
年
生
文
政
六
年
三
月
十
四
日
没
、
八
十

鈴
木
白
藤
。

歳
。

五
古
賀
精
里

物
奉
行
。
蔵

家
。
名
成
恭
、
字
土
敬
、
号
白
藤
。

岩
次
郎
は
通
称
。
明
和
四
年
九
月
十
六
日
生
、
嘉
永
四
年
十
二
月

六
日
没
、
八
十
五
歳

（森
潤

一
郎
『
紅
葉
山
文
庫
と
書
物
奉
行
』）。

漢
学
者
。
佐
双
の
人
。
本
姓
劉
。
名
撲
。
字
淳
風
。
精
里
と
号
す
。

弥
助
は
通
称
。
寛
延
三
年
生
、
文
化
十
四
年
五
月
三
日
没
、
六
十

八
歳
。

(161 x 308mm) 
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御
紙
面
被
下
添
拝
見
仕
候
如
仰
寒
気
甚
敷
相
成
候
慮
益
御
清
福
被

成
御
座
目
出
度
奉
賀
候
然
ハ
其
後
ハ
御
無
沙
汰
仕
候
承
候
得
ハ
去

年
よ
り
御
大
病
御
わ
つ
ら
い
被
成
候
由
御
窺
不
申
御
無
沙
汰
仕
候

私
も
去
年
元
日
よ
り
大
病
わ
つ
ら
い
申
以
今
元
之
如
相
成
不
申
筆

取
候
事
甚
大
義
二
て
万
事
療
絶
殿
方
へ
も
御
無
沙
汰
仕
候
扱
又
先

年
娘
清
淑
印
御
彫
刻
被
下
殊
二
数
御
苦
労
二
預
り
見
事
御
出
来
恭

奉
存
候
去
年
春
二
月
頃
右
御
礼
之
為
私
病
中
故
前
年
認
有
之
愚
画

壱
枚
清
淑
画
及
愚
書
相
添
差
上
申
候
所
相
届
不
申
候
由
扱
ミ
御
気

毒
驚
入
申
候
御
地
へ
商
ひ
仕
候
紅
屋
五
兵
衛
と
申
者
二
相
託
申
候

定
て
相
届
申
候
事
と
存
候
所
御
紙
面
之
趣
相
逹
不
申
候
よ
し
二
御

座
候
故
此
度
ハ
土
佐
御
屋
敷
福
永
氏
差
出
し
申
候
私
画
も
病
中
不

出
来
候
得
共
柳
御
礼
申
上
度
如
此
二
御
座
候
清
淑
代
筆
御
免
可
被

下
候
恐
恨
頓
首

尚
こ
渾
て
風
流
相
休
養
生
方
―
二
候
ヘ
ハ
御
無
沙
汰
仕
候
御
免

可
被
下
候

十
二
月
十
二
日

_._ 
ノ‘
中
林
竹
洞

3
 

中
林
竹
洞

学
大
系
4
3

※
水
田
紀
久
「
壬
生
水
石
資
料
」
（
『
日
本
築
刻
史
論
考
』
日
本
書
誌

4
 而

逹
官
書
焉
」
と
見
え
る
。

南
画
家
。
名
古
屋
の
人
。
後
、
京
都
に
住
す
。
名
成
昌
。
字
伯
明
。

通
称
大
助
。
竹
洞
は
そ
の
号
。
他
に
融
斎
、
沖
激
な
ど
。
安
永
五

年
生
、
嘉
永
六
年
三
月
二
十
日
没
、
七
十
六
歳
。

笈
刻
家
。
土
佐
落
士
。
名
弘
文
•
長
庚
．
戚
·
戌
．
撲
・
瑛
な
ど
。

字
無
名
・
子
文
・
仲
礼
・
叔
治
な
ど
。
号
水
石
、
水
石
堂
な
ど
。

通
称
志
摩
介
・
志
摩
・
八
十
助
。
築
刻
を
高
田
春
塘
・
春
木
脊
山
・

三
雲
仙
嘘
に
学
び
、
書
画
に
も
長
じ
た
。
寛
政
二
年
生
、
明
治
四

年
十
月
二
十
二
日
没
、
八
十
二
歳
。

3
 都
の
記
事
に
「
抵
国
邸
、
訪
中
乎
又
八
、
不
在
、
訪
福
永
六
郎
、

2
 花
丹
を
能
く
し
た
。
文
政
十
二
年
生
（
兼
松
蓋
門
『
竹
洞
と
梅
逸
』
）
。

註
1

中
林
竹
洞
の
三
女
。
名
邦
。
清
淑
は
そ
の
号
。
竹
洞
に
画
を
学
び
、

福
永
六
郎
か
。
壬
生
水
石
著
「
全
環
録
」
（
嘉
永
元
年
三
月
二
十

三
日
よ
り
五
月
二
十
五
日
ま
で
の
土
佐
有
馬
往
復
紀
行
）
中
、
京

4
 

壬
生
志
摩
之
助
様

241 



(163 x 748mm) 
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2

金
井
烏
洲
。
画
家
。
春
木
南
湖
門
。
名
時
敏
、
後
に
泰
、
通
称
彦

貴
札
添
拝
見
仕
候
時
下
厳
寒
御
揃
益
御
佳
適
被
成
御
座
奉
寿
候
然

は
昏
幅
澤
山
之
御
遣
し
拙
作
可
呈
由
被
仰
下
任
来
命
此
度
揮
染
返

上
仕
候
寄
題
悪
作
御
咲
覧
可
被
下
候
倅
長
平
へ
も
申
付
為
認
中
候

為
御
謝
儀
金
百
疋
被
送
下
添
拝
納
仕
候
烏
洲
へ
返
書
一
角
御
序
二

御
届
申
候
清
風
集
一
冊
被
贈
下
此
亦
添
奉
謝
候
歳
暮
短
景
多
事
草

ミ
御
答
迄
如
此
猶
来
春
目
出
度
可
申
承
候
恐
ミ
不
具
篠
崎
長
左
衛
門

服
月
六
日

神
岡
玄
俊
様

尚
ミ
晴
斎
兄
よ
り
も
来
書
此
節
御
出
府
と
奉
察
候
此
亦
御
序
二

宜
布
御
博
意
奉
翼
候
以
上

の
養
子
と
な
り
、
そ
の
次
女
を
要
る
。
安
政
五
年
八
月
没
（
『
大
坂

訪
碑
録
』
）
。

称
。
江
戸
の
人
。
初
め
古
賀
個
庵
門
、
後
に
篠
崎
小
竹
門
。
小
竹

註
1
篠
崎
竹
陰
。
儒
者
。
本
姓
加
藤
氏
。
名
概
、
字
公
概
。
長
乎
は
通

七

篠

崎

小

竹

6
 方

角
大
竹
二
寓
」
と
あ
る
人
物
か
。

前
田
晴
斎

5

神
岡
竹
嶼
。
医
家
。
玄
俊
は
そ
の
医
号
。
上
野
の
人
（
篠
崎
小
竹

3
 十

一
歳
。

は
通
称
。
大
坂
の
人
。
九
歳
で
篠
崎
三
島
に
入
門
、
の
ち
蓑
子
と

4

篠
崎
小
竹
。
儒
者
。
本
姓
加
藤
氏
。
名
弼
、
字
承
弼
。
長
左
衛
門

の。 竹
嶼
瞥
屋
を
築
い
た
際
に
諸
家
か
ら
贈
ら
れ
た
詩
歌
を
集
め
た
も

正
月
十
四
日
没
、
六
十
二
歳
。

兵
衛
ま
た
左
忠
太
、
字
子
修
ま
た
林
学
。
上
野
の
人
。

初
編
』
（
註
3
参
照
）
に
詩
を
寄
せ
る
。
寛
政
八
年
生
、
安
政
四
年

『
清
風
集
初
編
』
一
冊
。
天
保
九
年
二
月
序
刊
。
神
岡
竹
嶼
編
。

な
る
。
天
明
元
年
四
月
十
四
日
生
、
嘉
永
四
年
五
月
八
日
没
、
七

『
交
友
郷
里
姓
名
』
）
。

『
交
友
郷
里
姓
名
』
に
「
江
戸

江
戸
浜
町
山
伏
井

『
清
風
集
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貴
簡
拝
讀
仕
候
如
仰
日
ミ
炎
暑
難
凌
候
慮
愈
御
安
健
被
相
渉
候
旨

奉
恭
祝
候
随
而
老
拙
無
恙
送
日
月
候
乍
憚
御
放
慮
可
被
下
候
誠
二

先
逹
而
ハ
御
柾
駕
被
成
下
且
又
種
上
盛
憫
御
恵
投
被
下
御
原
情
之

段
奉
拝
謝
候
拙
境
ハ
御
存
之
通
僻
地
故
何
之
供
給
之
所
不
任
心
底

汗
背
之
仕
合
二
奉
存
候
其
靭
御
嘱
二
相
成
観
音
大
師
~
像
是
非
盆

ニ
ハ
御
用
被
成
度
御
思
召
之
由
二
而
則
揮
壱
仕
候
眼
病
後
ハ
ケ
様

之
画
ハ
何
方
に
も
相
断
候
ヘ
ハ
御
老
母
別
而
御
懇
望
之
趣
に
而
相

認
候
讃
之
義
ハ
木
庵
禅
師
之
偶
有
之
候
二
付
併
是
も
御
落
掌
御
一

咲
可
被
下
候
外
二
種
ミ
御
依
頼
之
画
ハ
此
炎
蒸
二
付
盆
後
寛
ミ
相

認
可
申
候
此
段
御
老
母
様
へ
被
仰
達
上
可
然
御
博
語
奉
希
上
候
先

ハ
為
報
迄
勺
勿
ミ
頓
首

薔
暦
七
月
五
日

池
邊
田
祁
様

尚
御
借
之
都
名
所
圏
縮
之
事
未
夕
書
籍
類
虫
干
不
仕
候
其
内
土

用
干
仕
候
節
穿
堅
御
返
璧
可
仕
候
将
又
宿
之
老
婆
t
種
ミ
御
恵

投
之
佳
品
早
速
下
達
之
慮
御
深
切
之
段
殊
之
外
難
有
狩
り
候
御

八

帆

足

杏

雨

4
 

帆
足
庸
平

5
 

4
 

3
 

2
 

註
1

生
、
貞
享
元
年
一
月
二
十
日
没
、
七
十
四
歳
。

明
治
五
年
十
二
月
三
日
、
太
陰
暦
を
太
陽
暦
に
改
め
、
六
年
一
月

一
日
と
す
る
。
従
っ
て
本
書
簡
は
明
治
六
年
以
降
に
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

帆
足
杏
雨
。
南
画
家
。
名
遠
。
庸
乎
は
通
称
。
画
を
田
能
村
竹
田

に
、
経
学
を
広
瀬
淡
窓
に
学
ぶ
。
文
化
七
年
四
月
九
日
生
、
明
治

十
七
年
新
暦
六
月
九
日
没
、
七
十
五
歳
。

『
都
名
所
図
会
』
。
安
永
九
年
刊
（
六
巻
六
冊
）
の
も
の
と
、

「
拾
遺
」
と
角
書
き
し
た
天
明
七
年
刊
（
四
巻
五
冊
）
の
も
の
と

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
秋
里
籠
島
著
、
竹
原
信
繁
画
。

隠
元
・
即
非
と
と
も
に
黄
槃
三
筆
と
称
さ
れ
る
。
万
暦
三
十
九
年

す
る
。
現
在
の
大
南
町
の
一
部
。

木
庵
性
瑶
。
渡
来
僧
。
黄
槃
山
万
福
寺
二
代
住
持
。
書
を
能
く
し
、

豊
後
国
大
分
郡
戸
次
市
村
。
臼
杵
揺
領
。
大
分
川
の
右
岸
に
位
置

厚
證
申
上
呉
候
様
申
出
候
尚
又
同
婆
よ
り
御
母
公
様
l1
宣
敷
様

申
出
候

.
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大
坂
着
岸
よ
り
之
紙
面
逹
披
見
先
以
十
五
日
上
船
其
後
十
八
日
瀬

戸
出
帆
直
二
坂
越
順
ミ
ニ
大
坂
着
候
由
伏
見
ニ
テ
ハ
万
四
郎
旅
宿

ヘ
待
受
と
申
程
二
仕
合
能
候
段
万
四
郎
よ
り
も
申
来
り
此
元
ニ
テ

安
悦
二
候
何
様
来
書
之
通
江
戸
参
着
ハ
御
先
二
成
可
申
候
此
節
大

井
川
之
来
書
且
留
守
へ
平
三
郎
参
申
聞
候
ハ
大
井
川
二
四
日
も
つ

か
へ
候
様
二
聞
候
段
内
方
咄
二
候
寺
川
父
子
も
無
事
帰
宅
早
速
面

談
大
坂
ニ
テ
急
成
事
之
由
咄
二
候
留
守
ニ
ハ
皆
々
無
事
二
候
此
節

此
7
元
婚
儀
廿
一
日
二
道
具
遣
し
廿
二
日
二
引
越
直
二
婚
儀
相
調

居
舎
も
至
而
宜
敷
六
一
大
嬉
し
か
り
二
候
扱
右
一
件
近
ミ
万
四
郎

へ
申
遣
候
テ
承
知
可
有
之
候
道
具
取
集
メ
日
々
の
事
直
次
一
働
キ

行
届
候
事
二
而
善
左
ハ
目
録
な
と
書
キ
も
ら
ひ
候
幸
右
衛
門
も
煩

買
物
た
の
ミ
候
竹
原
よ
り
参
候
者
有
之
此
両
人
六
一
流
の
早
決
断

二
て
直
二
数
日
直
切
シ
ボ
リ
一
両
日
二
即
謝
意
な
と
申
事
二
候
長

刀
ハ
惣
仕
立
直
し
木
地
椀
ヲ
た
め
塗
紋
所
七
ツ
付
候
ケ
様
之
事
ニ

而
其
餘
察
し
可
給
候
道
具
遣
候
夜
ハ
格
別
も
無
之
候
之
所
引
越
之

ー

手
島
伊
助
殿無
事

九

頼

春

水

2
 

春
水

6
 

5
 
4
 
3
 

2
 

註

1

『
春
水
日
記
』
に
出
る
寺
川
庄
助
父
子
か
。

タ
ハ
多
人
数
入
込
ワ
ソ
／
＼
申
様
二
候
久
太
郎
存
外
ワ
ガ
も
の
二

し
て
大
小
世
話
い
た
し
一
卜
助
か
り
二
候
権
次
郎
ハ
廿
日
二
儀
右

衛
門
同
船
罷
帰
候
諸
事
無
滞
相
済
候
段
於
其
元
安
心
可
給
候
当
夜

14 

ハ
庄
助
も
見
候
何
角
取
持
二
て
よ
ろ
し
く
候
先
ハ
留
守
之
無
事
可

申
進
如
此
二
候
内
方
ハ
廿
一
日
前
度
Z

参
り
候
三
五
斗
ノ
時
も
有

15 

之
又
両
人
か
り
口
口
時
も
有
之
候
廿
日
よ
り
今
日
迄
ハ
―
―
一
人
共
ニ

詰
切
り
二
候
進
物
も
被
申
置
候
哉
厚
キ
事
二
候

四
月
廿
四
日

春
水
の
学
僕
（
頼
桃
一
＿
一
郎
『
詩
人
の
手
紙
』
―
二
四
頁
）
。

頼
春
水
。
広
島
藩
儒
。
名
惟
完
、

＇字
千
秋
、
通
称
弥
太
郎
、
春
水

は
そ
の
号
。
延
享
一
＿
一
年
六
月
三
十
日
生
、
文
化
十
三
年
二
月
十
九

日
没
、
七
十
二
歳
。

現
在
広
島
県
沼
隈
郡
内
。

赤
穂
領
の
港
。
現
在
赤
穂
市
内
。

頼
杏
坪
。
広
島
藩
信
。
名
惟
柔
、
字
千
棋
、
別
号
春
草
堂
。
万
四

郎
は
通
称
。
春
水
弟
。
宝
暦
六
年
七
月
生
、
天
保
五
年
七
月
二
十

二
日
没
、
七
十
九
歳
。

247 



16

註
7
よ
り
文
化
五
年
。

15

虫
損
゜

14

前
出
寺
川
庄
助
。
註
6
参
照
。

り
」（『
頼
山
陽
全
伝
』
ニ
ー
六
頁
）。

13 

「（
文
化
五
年
）
四

月

廿

一
日

豊

洲

・
尿

12

石
井
豊
洲
。
名
威
臣
、
字
袋
卿
。
儀
右
衛
門
は
通
称
。
春
水
門
。

1
1
頼
尿
譲
。
権
次
郎
は
通
称
。
春
水
弟
春
風
の
嫡
子
。

10

頼
山
賜
。
名
襄
、
字
千
成
、
別
号
三
十
六
峰
外
史
。
春
水
の
長
子
。

9

現
在
の
広
島
県
竹
原
市
。
春
水
の
実
家
が
あ
る
。

紙
』
ー
ニ

五
頁
）。

8

梶
山
六

一。

「
梶
山
は
春
水
腹
心
の
塾
生
で
あ
る
」（『
詩
人
の
手

7
 
春
水
娘
三
穂

(+
改
め
）
と
広
島
藩
士
進
藤
吉
之
助

（
の
ち
、
彦

助
）
の
婚
俄
゜

御
用
緑
談
被
仰
出
多
賀
客
」
、

『
梅
島
日
記
』
同
年
同
日
条

「
道
具

七
つ
過
遣
す
、
手
伝
と
ま
り
十
人
」
と
あ
る
。

安
永
九
年
十
二
月
二
十
七
日
生
、

天
保
三
年
九
月
二
十
三
日
没
、

五
十
三
歳
。

同
伴
、
竹
原
よ

『
春
水
日
記
』
文
化
五
年
四
月
二
十

一
日
条

「

4
9‘
 
L
 

(119 x 249mm) 
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増
田
屋
甚

兵

衛

様

千

齢

弥
御
案
栄
被
成
御
座
奉
賀
候
此
問
御
出
被
下
候
節
ハ
折
節
取
込
居

申
候
而
大
二
失
礼
仕
候
今
日
少
t

も
ら
い
合
之
品
御
座
候
二
付

一

杯
差
上
申
度
候
御
寸
暇
二
も
御
座
候
ハ
ヽ
乍
御
足
労
ち
よ
と
御
来

濶
可
被
下
候
奉
待
候
自
是
ハ
人
無
御
座
候
何
卒
只
今
ち
よ
と
御
入

来
可
被
下
候
以
上

六
月
廿
日

歴

―一
年
生
、
文
政
八
年
九
月
十
二
日
没
、
七
十
三
歳
。

註
1

頼
春
風
。
広
島
藩
仰
医
。
名
惟
殖
。
千
齢
は
字
。
春
水
の
弟
。
宝

十

頼

春

風

(144 x 228mm) 
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2
 

註
1

N
屠.a 

ー

J

/

)I

~) 

F
 
/
 

i
4
 

．
 
ヽ

(152 x 226mm) 

註
1
似
簡
未
尾
に
日
付
と

照
）
こ
と
か
ら
推
定
。

御
紙
上
添
拝
見
仕
候
如
仰
寒
冷
日
加
候
誕
弥
御
揃
御
安
全
称
重
奉

存
候
然
ハ
御
到
来
之
由
二
而
見
事
／
＼
小
鴨

一
羽
御
忠
投
被
下
毎

度
御
丁
邸
之
御
義
恭
御
座
候
何
様
面
上
御
楼
も
右
御
答
迄
取
紛
乱

草
2

如
此
御
座
候
以
上

号
九
の
註
5

照
。

ー

十
二

頼
山
陽

八
月
廿
四
日

昨
夜
よ
り
両
夜
二
古
終
り
候

此
横
披
此
節
占
施
底
よ
り
見
出
し
候
プ
年
前
被
托
候
品
大
延
引
候

し
か
し
遅
く
成
候
故
詩
ハ
其
節
よ
り
も
少
し
ハ
好
く
成
候
方
と
存

候
呵
ミ

2
 

杏
翁

T
 nu 」

の
字
の
右
半
分
が
見
え
る
（
写
・

駅

,"w"
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(159 x 228mm) 

再
啓

喰
端
竪
敬

叔
母
様
宜
敷
被
仰
上
可
被
成
候
此
元
ハ
今
以
除
寒
難
退
候
其
御
地

如
何
随
分
御
保
護
奉
懸
祈
候
今
度
私
方
佑
門
人
久
保
勇
司
と
申
者

学
問
修
行
仕
度
其
御
地
へ
参
候
御
聞
及
も
被
成
候
哉
暫
茶
山
翁
塾

中
二
居
候
北
條
浪
四
郎
近
来
阿
部
公
之
召
二
而
其
御
地
へ
参
候
同

人
も
此
北
條
懇
意
二
候
而
そ
れ
を
目
あ
て
に
参
候
市
二
御
座
候
時

ミ
御
伺
可
中
上
候
間
御
目
通
も
仰
付
可
被
下
候
さ
候
ハ
ヽ
於
同
人

惑
戴
不
炒
と
奉
存
候
乍
序
御
尋
中
上
候

洲
先
生
御
著
稲
謂
私
言
索
餐
布
除
静
寄
草
除
之
類
御
上

一月
五
日

2
 

尾
藤
高
蔵
様侍
史

十

三

頼

車

庵

被
成

ー

頼
除

一
（
花
押
）

新
春
之
御
疫
無
際
限
申
納
候
各
位
倍
御
安
泰
被
遊
御
迎
春
重
凡
［
目

出
度
御
義
奉
存
候
常
院
無
恙
加
年
仕
候
乍
憚
御
安
慈
被
遊
可
被

候
万
靱
深
朴
可
中
上
候
恐
捏
謹

251 



に
は
見
え
な
い
。

戸
に
遊
学
し
た
一
諸
生
で
あ
ら
う
。
」
と
記
し
て
い
る
。

候
哉
後
便
御
聞
せ
被
下
候
ハ
ヽ
恭
奉
存
候
定
而
御
詩
文
可
被
為
富

候
御
筆
示
奉
希
候
私
共
ハ
浅
学
郡
栖
依
然
た
る
事
二
御
座
候
御
憐

察
可
被
下
候
今
日
ハ
書
状
数
多
相
認
困
眼
乱
筆
二
相
成
申
候
幸
恕

到
早
春
尽
早
速
呈
書
可
仕
候
之
所
雅
俗
取
紛
何
角
と
遷
延
失
敬

二
打
過
申
候
御
海
宥
可
被
成
下
候

頼
圭
庵
。
名
元
協
、
通
称
餘
一
。
山
陽
の
長
男
。
祖
父
春
水
の
嫡

子
と
な
る
。
広
島
藩
儒
。
寛
政
十
三
年
二
月
十
日
生
、
安
政
四
年

八
月
三
十
日
没
、
五
十
七
歳
。

尾
藤
水
竹
。
名
積
高
、
通
称
高
蔵
。
二
洲
の
三
男
。
江
戸
の
儒
者
。

享
和
二
年
二
月
十
日
生
、
安
政
元
年
十
二
月
十
四
日
没
、
五
十
三

水
竹
の
母
梅
月
と
山
陽
の
母
梅
髭
は
姉
妹
。

直
に
聖
堂
に
入
っ
た
と
云
つ
て
あ
る
。
想
ふ
に
備
後
を
出
で
て
江

『
升
堂
記
』

は
「
是
は
茶
山
が
霞
亭
の
許
へ
遣
っ
た
の
に
、
霞
亭
を
訪
は
ず
に

宛
付
茶
山
書
簡
中
に
「
某
氏
勇
司
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
か
。
鵡
外

※ 

白
木
豊
『
尾
藤
二
洲
伝
』
参
照
。

出
版
は
弘
化
三
年
に
な
る
。

4

未
詳
。
森
鴎
外
『
北
條
霞
亭
』
所
掲
、
文
政
五
年
五
月
朔
付
霞
亭

11 

『
静
寄
草
餘
』
は
『
静
寄
余
筆』

の
こ
と
か
。
成
立
は
天
明
七
年
、

3
 

出
版
は
天
保
七
年
に
な
る
。

歳。

10 

『
素
餐
筆
餘
』
は
『
素
餐
録
』
の
こ
と
か
。
成
立
は
寛
政
三
年
、

，
 
『
稲
謂
私
言
』
は
文
化
八
年
刊
。

2
 

六
十
七
歳
。

府
儒
官
。
延
享
四
年
十
月
八
日
生
、
文
化
十
年
十
二
月
四
日
没
、

8
 の
こ
と
。

尾
藤
二
洲
。
名
は
孝
肇
、
通
称
良
佐
、
静
寄
軒
な
ど
と
号
す
。
幕

註

1

れ
た
の
は
文
政
二
年
、
江
戸
に
向
か
っ
た
の
は
、
文
政
四
年
五
月

文
政
九
年
六
月
二
十
日
没
、
五
十
三
歳
。
霞
亭
が
阿
部
公
に
召
さ

7
 
備
後
福
山
藩
主
。
阿
部
正
精
。
安
永
三
年
十
二
月
二
十
四
日
生
、

月
五
日
生
、
文
政
六
年
八
月
十
七
日
没
、
四
十
四
歳
。

6

北
條
霞
亭
。
名
は
譲
、
通
称
譲
四
郎
。
福
山
藩
儒
。
安
永
九
年
九

5
 
備
後
国
神
辺
に
あ
っ
た
廉
塾
゜
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4

俵

3
 
2
 七

月

ゑ
ち
こ
や
ま
た
せ
候
而
い
る
事
斗
申
上
候
此
文
伴
へ
御
出
な
ほ
し

て
も
ら
ひ
度
本
古
ハ
此
方
へ
御
か
へ
し
さ
て
足
下
一
通
を
t
戸
て
見

せ
て
よ
き
慮
へ
御
見
せ
可
被
下
候
御
世
話
之
品
い
ま
た
届
不
申
候

月
渓
貨
公
外
ハ
と
A
き
候
御
取
か
へ
に
な
り
候
品
俵
二
而
御
請

取
可
被
下
候
以
上

良
太
様

村
上
君
中
山
あ
た
り
御
次
宜

伴
莉
蹂
。
名
は
杏
芳
、
閑
田

な
ど
と
号
す
。
国
学
者
。
保
十

八
年
十
月

一
日
生
、
文
化
三
年
七
月
二
十
五
日
没
、
七
十
四
歳
。

松
村
月
渓
。
呉
春
と
も
い
う
。
画
家
。
党
保
二
年
生
、
文
化
八
年

七
日
没
、
七
十
歳
。

兵
衛
。
京
都
三
条
に
あ
っ
た
紙

註
1

越
後
屋
太
右
衛
門
か
。

。
京
都
滞
在
の
折
の
茶

伴
よ
し
の
紀
行
出
来
候
覧
御
う
つ
さ
せ
御
こ
し
可
被
下
候
筆
耕

料
御
わ
た
し
可
被
下
候

十

四

菅

茶

山

願

候

5
 

太
中

※ 5
 文

政
卜
年
八
月
十
三
日
没
、

•ノ
十
歳
。

川
英
郎
『
t
u
茶
山
』
参
照
。

丈
仔
｀
と

4

う

t
りそ＂序ー
i
土
ャ
ー

涵

P
？
合
ー
屯
，

8

、多
汽
ヽ
ユ
冷
ら

1
"祁
‘

；
そ
！
｀
テ
≫
ざ
介

も
'
i
|ー

》

t
5
、i
1
ti
 
・f
 

1
t
z
i‘
 

富
山
の
定
宿
゜

官
茶
山
。
名
は
晋
帥
、
通
称
太
中
な
ど
。
究
延
元
年
二
月
二
日

(146 x 195mm) 
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十
五

柴
野
栗
山
(
-
)

邦
彦
再
拝
冷
気
弥
御
清
福
被
成
御
揃
奉
敬
賀
候
私
義
無
事
罷
在
候

胸
病
ハ
同
前
御
座
候
さ
し
て
動
憤
な
り
不
申
候
へ
共
気
味
わ
る
＜

御
座
候
御
公
方
様
此
節
御
隙
分
御
座
候
哉
承
度
奉
存
候
岡
崎
老
人

二
も
ふ
さ
た
致
申
し
候
別
条
無
之
御
義
安
心
仕
候
国
喪
事
恐
入
候

此
節
過
蜜
中
陰
其
御
地
諸
事
厳
蜜
之
事
と
御
察
候
此
元
も
今
日
迄

五
日
之
禁
音
御
座
候

一
惣
体
国
喪
堂
上
方
御
服
諒
闇
の
日
数
ハ
如
何
程
二
而
御
座
候
乍

御
せ
わ
ち
よ
と
御
報
附
可
被
下
候
且
椴
憫
ハ
何
レ
の
宮
二
候
哉
御

即
位
な
と
ハ
い
つ
頃
候
哉
剣
璽
ハ
如
何
候
哉
彼
是
承
度
奉
存
候
乍

御
せ
わ
奉
頼
候

一□

種
図
考
清
書
之
方
ハ
大
方
の
き
申
候
草
稿
の
方
ハ
出
候
而
ハ

却
而
不
宜
候
故
引
コ
メ
置
申
候
此
上
浄
写
本
二
部
被
遣
被
下
候
様

二
仕
度
候
此
書
御
印
行
被
成
可
然
奉
存
候
此
元
も
二
十
人
ほ
と
ハ

入
銀
ノ
人
可
有
之
候
尤
百
疋
も
之
入
銀
御
座
候
右
セ
わ
い
た
し
候

者
御
座
候
入
銀
の
方
へ
見
セ
本
二
い
た
し
度
候
一
部
御
下
し
可
被

下
候
右
本
及
七
種
ノ
図
考
料
物
十
二
月
中
旬
迄
二
上
可
申
旨
承
知

仕
候
ど
う
も
左
様
ハ
取
計
い
た
し
か
た
＜
御
座
候
私
二
而
か
わ
せ

二
い
た
し
暮
迄
ニ
―
―
―
両
上
候
様
二
先
取
計
申
候
尚
又
と
く
と
御
勘

定
申
し
幸
便
に
上
候
弥
あ
つ
ま
り
申
候
ハ
ゞ
四
両
も
相
成
り
可
申

候
私
方
二
而
御
取
か
へ
可
仕
候
所
当
春
已
来
費
用
不
手
廻
し
不
任

心
底
候
十
二
月
晦
か
き
り
二
三
両
ハ
宿
に
て
御
取
可
被
下
候

一
壷
碑
一
枚
取
出
申
候
随
分
石
本
二
而
御
座
候
尤
す
り
ハ
上
す
り

二
は
無
之
候
価
二
歩
式
朱
二
御
座
候
御
取
被
成
ま
し
く
哉
承
度
候

一
佐
理
卿
ノ
書
贖
模
本
出
申
候
尤
先
達
而
其
元
も
有
之
候
逸
勢
二

而
も
可
有
之
と
申
候
本
也
翻
刻
い
た
し
た
か
り
申
候
者
御
座
候
弥

橘
氏
之
書
二
可
有
之
哉
今
一
往
吟
味
い
た
し
度
候
近
便
上
可
申
候

御
考
可
被
下
候

一
後
藤
弥
兵
衛
も
中
風
い
た
し
候
旨
御
座
候
尤
至
極
か
ろ
き
事
大

方
行
直
り
申
候
由
御
座
候

一
此
間
蒔
田
喜
兵
衛
と
申
伊
勢
ノ
人
見
へ
申
候
大
分
書
ヲ
解
申
候

虞
法
ヲ
ヨ
ク
書
申
候
足
下
御
様
子
御
伝
申
上
候
近
来
頻
二
御
文
通

被
成
候
由
申
候
好
事
人
也

一
薩
州
山
大
ヤ
ケ
之
由
略
ミ
承
り
申
候
其
旨
御
聞
被
成
と
奉
存
候

十
月
初
ノ
灰
ハ
右
之
灰
と
奉
存
候

一
友
次
郎
よ
り
願
書
状
申
候
返
事
延
引
い
た
し
可
申
候
宜
御
伝
可

被
下
候
其
後
此
元
相
更
義
無
之
候
時
候
御
自
重
専
―
二
奉
存
候
万
々
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3

後
桃
園
天
皇
崩
御
。
安
永
八
年
十
一
月
九
日
。

2
 

註
1

志』）。

幸
便
可
申
上
候
令
内
人
勿
々
恐
愧
頓
首
拝

尚
ミ
図
南
老
人
口
口
口
候
可
然
御
偲
可
被
下
候
さ
て
俗
冗
こ
ま

り
申
候
已
上
先
日
御
頼
申
候
内
裡
図
及
家
廟
古
瓦
古
印
定
而
御

承
知
被
下
候
半
と
奉
存
候

尚
ミ
私
惣
髪
願
も
相
済
申
候
近
日
よ
り
立
テ
可
申
と
奉
存
候
此

段
高
は
し
に
も
御
博
可
被
下
候

柴
野
栗
山
。
阿
波
藩
儒
、
の
ち
幕
府
奥
儒
者
。
名
邦
彦
、
通
称
彦

尚
Z

書
き
に
み
え
る
「
図
南
老
人
」
「
高
は
し
」
か
ら
推
し
て
、

高
橋
宗
直
か
。
御
厨
子
所
預
。
若
狭
守
と
称
し
、
号
は
図
南
、
文

日
没
、
八
十
三
歳
。
京
都
岡
崎
居
住
（
天
明
二
年
版
『
平
安
人
物

経
先
生
。
元
禄
十
六
年
八
月
二
十
六
日
生
、
天
明
五
年
一
月
十
四

10 

，
 

助
。
元
文
元
年
生
、
文
化
四
年
十
二
月
一
日
没
、
七
十
二
歳
。

8

宮
城
県
多
賀
城
碑
の
こ
と
か
。
天
平
宝
字
六
年
建
立
。

4
 
ー

蒙
斎
賢
兄

邦
彦
拝3
 
ー

十
一
月
十
七
日

7
 
藤
貞
幹
著
『
七
種
図
考
』
写
七
巻
三
冊
の
こ
と
か
。
安
永
七
年
の

6
 
原
簡
破
れ
。

5
 

4
 

「
安
永
八
年
亥
年

一
主
上
不
予
之
処
、
御
養
生
不
被
為
叶
、
去
九
日
被
遊
崩
御
二
付
、

為
伺
御
機
嫌
、
明
十
四
日
惣
出
仕
之
事
、

は
、
今
日
よ
り
来
ル
十
七
日
迄
、
五
日
停
止
之
事
、
右
之
通
、
可

被
相
触
候
、
十
一
月
十
三
日
」
（
『
御
触
書
天
明
集
成
』
）

「
安
永
八
亥
十
二
月

一
普
請
鳴
物

先
帝
崩
御
之
処
、
御
継
体
不
被
為
在
候
二
付
、
閑
院
宮
息
男
祐
宮

御
方
為
御
養
子
、
御
践
詐
被
為
候
、
十
二
月
」
（
『
御
触
書
天
明
集

自
序
を
持
つ
自
箪
稿
本
が
天
理
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。

後
藤
芝
山
。
高
松
藩
儒
。
弥
兵
衛
は
そ
の
通
称
。
名
世
釣
、
字
守

中
。
享
保
六
年
生
、
天
明
二
年
四
月
三
日
没
、
六
十
二
歳
。
栗
山

は
そ
の
高
弟
。

蒔
田
必
器
。
伊
勢
御
師
龍
太
夫
の
代
官
。
初
め
喜
兵
衛
、
の
ち
亀

六
と
称
す
る
。
元
文
四
年
生
、
享
保
元
年
十
月
十
三
日
没
、
六
十

三
歳
。
能
書
と
し
て
知
ら
れ
る
。

成』

大
目
付
け

中
略
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十
六

柴
野
栗
山
（
断
簡
）
（
二
）

一
九
成
宮
双
鉤
抄
返
申
候
是
ほ
と
の
双
鉤
手
際
に
て
上
木
い
た
し

候
而
も
く
る
し
か
る
ま
し
く
候
哉
□

口
師
帖
抄
返
申
候
是
ほ
と
の

刻
者
二
ほ
ら
せ
候
而
も
可
然
候
哉
よ
ろ
し
か
る
へ
く
と
思
召
候
は
、

此
方
二
而
申
付
仕
り
可
申
奉
存
候
と
う
も
元
本
を
の
ほ
し
候
事
い

た
し
か
く
御
座
候
こ
ま
り
申
候
と
く
と
御
考
被
下
何
卒
思
召
被
聞

召
候
様
二
偏
二
奉
頼
候

一
竹
葉
体
又
々
五
十
枚
御
取
可
被
下
候
奉
頼
候
毎
度
な
か
ら
為
煩

候一
墨
本
方
々
へ
相
頼
申
候
然
所
此
節
此
元
沢
田
文
治
発
行
二
而
メ

ッ
タ
ニ
古
キ
所
ヲ
世
上
ニ
ヤ
カ
マ
シ
ク
申
候
故
彼
ノ
声
ニ
ホ
ュ
ル

族
綬
之
献
之
に
て
無
之
候
而
ハ
手
跡
二
而
無
之
様
二
覚
候
而
子
昂

以
下
ノ
キ
か
ね
申
候
漸
少
々
の
き
申
候
水
戸
へ
相
頼
申
候
而
又
々

あ
の
方
二
而
せ
わ
い
た
さ
せ
候
候
つ
も
り
御
座
候

一□

石
の
事
白
河
公
世
子
汀
助
力
い
た
さ
せ
申
候
つ
も
り
御
座
候

所
右
世
子
へ
出
入
い
た
し
候
儒
者
去
年
中
よ
り
彼
世
子
へ
疎
遠
に

な
り
候
故
急
々
取
計
出
来
不
申
候
こ
ま
り
申
候
事
に
御
座
候
其
外

申
上
度
事
御
座
候
へ
共
と
か
く
把
筆
殊
外
牙
病
二
あ
た
り
候
故
早
々

4
 

3
 せ
し
め
た
書
体
を
竹
葉
体
と
い
う
が
、
そ
の
こ
と
か
。

2

彦
根
藩
儒
龍
草
嵐
（
寛
政
四
年
没
、
七
十
八
歳
）
が
創
始
し
普
及

註
1

執
筆
期
幸
便
候
頓
首
拝
令
内
人
勿
ミ
拝
以
上

初
唐
の
書
家
欧
陽
詢
に
よ
る
九
成
宮
酪
泉
銘
を
籠
写
し
た
も
の
。

唐
代
楷
書
の
典
型
で
、
そ
の
法
帖
が
多
い
。

沢
田
東
江
。
江
戸
の
儒
学
者
、
書
家
。
文
次
は
通
称
。
名
麟
、
字

景
瑞
の
ち
文
竜
、
来
禽
堂
等
と
号
す
。
宝
暦
以
降
、
明
人
の
書
跡

に
対
し
て
王
毅
之
な
ど
古
代
の
法
帖
を
考
究
し
、
古
法
書
と
呼
ば

れ
る
書
風
を
確
立
し
た
。
享
保
十
七
年
生
、
寛
政
八
年
六
月
十
五

日
没
、
六
十
五
歳
。

王
毅
之
と
王
献
之
。
東
晋
の
書
家
、
父
子
。

蒙
斎
賢
兄

尚
ミ
芙
蓉
痙
鶴
双
鉤
何
卒
早
ミ
御
か
り
可
被
下
候
奉
頼
候
以
上

哉 昨
夜
ハ
大
風
雨
御
座
候
是
二
而
少
々

ス
ヽ
シ
ク
ナ
リ
候
ヘ
ハ
よ
く
御
座
候

ハ
月
廿
六
日

邦
彦
拝
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6
 

5
 

な
ど
（

水
田
紀
久
「
窃

照。
趙
印
。
元
の
悩
家
、

1
A
名
高
く
、
そ
の
法
帖
『
宙
賦

八
年
）
、
『
詩
帖
』
（
同
十
三
年
）
、
『
茶
飲
帖
』
（
明
和
二
年）、

『
悧

（
安
水
七
年
）
等
は
応
芙
蓉
の
揆
刻
に
よ
り
上
梓
。

派
」（『
日
本
箪
刻
史
論
考
』
所
収
）

松
平
定
倍
。
田
安
宗
武
の
第
一―
-f
、
安
水
三
年
三
月
白
河
藩

平
定
邦
の
投
子
と
な
り
、
天
明
三
年
十
月
襲
封
。

7

閻
芙
蓉
。
大
島
氏
、
名
孟
彪
、
字
糾
皮
。
内
家
で
笈
刻
を
よ
く
し

た
。
栗
山
、
西
ぶ
斎
と
も
に
親
し
か
っ
た
（
桃
西
河
『
座
臥
品
』
）
。

享
保
七
年
生
、
天
明
四
年
四
月
二
十
六
日
没
、
六
十
―――
歳。

8

痙
団
銘
の
こ
と
。
梁
の
占
碑
、
康
煕
中
に
修
復
（
『
綴
耕
録
』
巻

ト

四

）

、

王

我

之

四

年

刊

『

新

削

由

藉

目

録

』

）

そ

の
法
帖
が
多
数
。

蝿
賦
帖

蓉
と
そ
の

松

(151 x 436mm) 
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-na
1
 年

七
月

妙
法
院
の
諸
大

3
 

今
小
路
民
部
卿
様

以
手
昏
致
啓
上
候
逐
日
寒
冷
相
募
候
処
弥
御
安
康
可
被
成
御
勤
珍

重
奉
存
候
抑
去
十
日
巻
頭
御
題
二
蔀
候
画
三
枚
被
下
詠
進
可
仕
候

旨
被
仰
下
候
其
節
致
他
行
候
二
付
翌
十

一
日
為
御
断
参
殿
御
手
前

様
へ
可
得
伐
意
存
候
処
御
詰
合
無
之
二
付
西
市
正
殿
右
御
題
御
短

冊
二
画
返
上
御
断
申
上
候
且
又
其
節
御
月
次
御
題
被
下
匠
候
是
ハ

今
日
詠
進
差
上
申
候
可
然
御
取
合
可
被
下
候
又
去
十
八
日
御
手
紙

を
以
瑞
烏
梅
和
歌
写
六
折
為
御
見
被
下
則
写
取
候
是
も
今
日
返

仕
候
其
日
も
他
行
仕
候
不
能
罷
報
候
二
付
労
如
斯
御
座
候
以
上

月
廿

日

十

七

小

沢

芦
庵

(
-
)

三
歳

（『
地

松
井
永
昌
か
。
寛
保
二
年
五
月
二
十
八
日

政
十
二
年
七
月
十
三
日
没
、
五
十
九
歳

（『
地
下
家
伝
』）。

歌
人
。
享
保
八
年
生
、
享
和
元
年
七
月
十

一
日
没
、
七
十
九
歳
。

妙
法
院
の
坊
官
今
小
路
行
卒
。
明
和
八
年
十
月
三
日
生
、

六
日
没
、
三

）

。

家

和 2
 

小
澤
源
庵

灯
品1
ゑ―

.a‘(t

tL＼
ル
：
：

b

•• 
t
-

(158 x 820mm) 

261 



2
 

註
1

以
別
紙
得
伐
意
候
残
炎
於
今
熾
候
処
弥
御
安
全
被
成
御
勤
珍
菫
奉

存
候
此
問
参
殿
仕
候
節
不
得
兵
意
残
念
奉
存
候
然
者
今
日
圏
扇
二

拝
領
仕
上
意
之
趣
餘
見
難
有
以
御
恩
風
残
暑
炎
熱
中
無
子
細
可
相

凌
相
覚
候
早
速
御
請
参
殿
可
仕
義
候
へ
共
蒙
御
慈
恩
候
像
故
暫
及

遅
ミ
貶
分
而
宜
御
取
合
被
下
候
様
奉
頼
候
切
以
別
紙
御
頼
中
上
候

以
上七
月
廿

一
日

民
部
卿
様

静
嘉
堂
文
庫
蔵
自

「
い
と
あ
つ
き
日
宮
よ
り
姑
し
て
し
の
け
と
て
圏
を
た
ま
へ
り
し

に
」
と
し
て
、

身
に
余
る
め
く
み
の
風
に
今
よ
り
は
の
こ
る
あ
っ
さ
も
う
ち

わ
す
れ
南
の
歌
を
掲
げ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
折
の
作
か
。

今
小
路
民
部
卿
か
。
た
だ
し
他
に
も
民
部
卿
を
名
の
る
坊
官
は
存

在
す
る
。

十
八
小
沢
芦
庵
（
二
）

稿
本
『
六
帖
詠
草
』
巻
二
十
三
（
秋
六
）
に
、

慮
庵
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